















































オカメラによって毎月  回、約 60 分間録画を行う。
カメラの位置は、クラスの幼児全員が入るアングル
で、教室斜め前方に配置し、三脚で固定する。
3. 観察期間：幼稚部 3 歳児クラス 6 月から 5 歳児クラ












　2 名の「ある」を含む発話の総数は 296 であった。
　分析結果を対象児の年齢によって 3 期に分け、各時







（3）構成要素２：[ 場所 ] ＋「ある / あった」、[ 対象 ] ＋





















（3）構成要素２から成る発話では、① [ 対象 ]、[ 場所 ]、
[ 数量 ] を表すことばが付加して「存在する」、② [ 主
















「所有」の意味において、 [ 主体 ]+「ある」だけの発話で、
文脈情報なしでは何が「ある」のかが明らかではない例
が散見された。
　今回の対象児 2 名（前号の対象児  名を含む）のう










おうち + ある」、「L ちゃんの + うち + ある」、「お母さ
ん + おうちに + ある」といった発話がそれである。こ
れらの意味を文脈情報と併せて検討すると、以下のよう
になる。












例 2：G+ おうち + ある
　文脈情報：以前に学校で描いた「お顔の絵」をどうし
たかを、教師が子どもたちに尋ねる場面。
































「これ +I の + うちに + あるよ」、「G+ くるま + あるよ」
が挙げられる。また、「いる」と言うべきところで「ある」


















ケーションの機能が追加されたり、[ 場所 ]、[ 対象 ]、[ 事
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